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渋川学区（2021 年１１月 3０日現在） 

人口   9,548 人 

男性   4,773 人  女性 4,775 人 

世帯数 4,405 世帯 

渋川学区の将来像 ～笑顔・ふれあい・思いやりのまち・渋川～ まちづくり協議会より 

 

渋川学区のシンボルマークとマスコットキャラクター“しぶはなちゃん” 

（１） 

皆々さまにおかれましては、ご家族お揃いで健やかに新年を迎えられたことと心
よりお慶び申しあげます。 
さて、昨年も新型コロナウイルス感染症が猛威を振るい歴史に刻まれるであろう大きな出

来事でした。経済活動や学校運営に加えて、自治体や地域団体行事に多大な影響を及
ぼしたことは言うまでもありません。昨年の秋以降、小康状態にあるとはいうものの決して油断
できる状態ではなく、渋川学区まちづくり協議会におきましても感染予防対策を講じながら安
心安全を最優先に位置づけて進めているところです。 
一方でこのような状況の中でも、スポーツ界では東京オリンピック競泳で金メダルを獲得し

た県立草津東高等学校出身の大橋悠依さんをはじめ、テニスや野球等における日本人選
手の活躍に多くの方が勇気づけられた一年間だったと思います。 
当協議会では、今年も地域の皆さまのお声をしっかり受けとめるとともに関係諸団体さまと

も連携を図りながら着実に取り組んでいく所存ですので、どうぞよろしくお願い申しあげます。 
本年も皆々さまが健康でまた心豊かに過ごせますよう祈念申しあげ年頭のご挨拶とさせて

頂きます。                渋川学区まちづくり協議会  会長 林  栄 治 

昨年１０月３０日（土）に、滋賀県立草津東高等学校吹奏楽部の皆

さんをお迎えして、高齢者と障がいのある人を対象に「秋のミニコンサ

ート」を開催しました。多くの人から申し込みがあり、すぐに３０人の定員

に達しました。参加した皆さんがよく知っている曲の演奏に加えて、そ

れぞれの楽器の紹介とその楽器ならではの演奏も披露してくれまし

た。また、書道が得意な生徒が曲目を毛筆で大きく書いてくれたり、手

あそび歌のコーナーや可愛らしいダンスも取り入れてくれたりして盛りだ

くさんの内容でした。当日まで、演奏の練習だけでなくコンサートの構

成まで一生懸命考えてくれたことが参加者にも伝わり、涙を流しながら

聞き入っている人もいました。「生演奏を聴く事ができて感動した！ぜ

ひ来年度も開催してほしい！」という意見が多くありました。    

≪健康福祉部会 糸井敏明≫ 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

  

 

 

 

まちづくり協議会より 渋川学区の将来像 ～笑顔・ふれあい・思いやりのまち・渋川～ 

（２） 

昨年１２月３日（金）、全国大会

出場が決まった県立草津東高等学

校サッカー部に、お祝いの言葉を添

えて激励金を渡しました。 

また、渋川福複センターの駐車

場フェンスには、応援幕を掲げて練

習に励む部員たちを応援しました。 

渋川小学校にある防災備蓄倉庫内部 

昨年１０月２７日（水）に渋川まちづくりセンターの大会

議室で、また１１月８日（月）には市民総合交流センター

キラリエ草津の会議室で「認知症予防体操」を開催しまし

た。昨年度のアンケートで、「渋川まちづくりセンターまで

は遠くていけない」というご意見がありましたので、今年度

初めてキラリエ草津を借りて開催してみました。 

今年度も講師に健康運動指導士の中原今日子さんを

お迎えし、部会員も含め延べ５９人が椅子に座りながら自

宅で簡単にできる体操を教わりました。また、日々散歩を

して人と会話することも予防につながるとのことでした。参

加者からは、楽しく身体を動かせた。また参加したいとの

声がありました。     ≪健康福祉部会 糸井敏明≫ 

昨年１１月２８日（日）に、散在性ごみ一斉清掃と不

法投棄監視活動を実施しました。普段掃除できない場

所や周辺の草引きも併せて行い、集まったごみを次々

と渋川小学校に運びました。早朝よりご協力いただいた

町内の皆さま、ありがとうございました。今後も「きれいで

住みやすいまち・渋川」を目指し取り組んでいきましょ

う。   ≪地域安全コミュニティ部会 平岡典子≫ 

昨年１２月５日（日）に、各町内会の防災委員２８名

の皆さまにより、震度５強の地震を想定した情報伝達

訓練および非常災害警戒本部の設置訓練を実施しま

した。併せて渋川小学校にある防災備蓄倉庫の確認

をし、非常用発電機の使い方と簡易トイレの組み立て

方などを危機管理課の担当職員を講師に招いて学び

ました。渋川学区まちづくり協議会では今後も、皆々さ

まの安全と安心のため「いざ」という時のために備えて

いきます。 

≪防災委員会 林 栄治≫ 
昨年１２月３日（金）に「渋川 歩こう会」を開催し秋晴れ

の中、建部大社から瀬田の唐橋を渡って石山寺まで部会

員を含め３１人で元気に歩きました。講師に滋賀県ウォー

キングライフマイスターの高野元男さんをお迎えし、準備

運動からスタートしました。唐橋を渡ってからは「瀬田川ぐ

るりさんぽ道」という瀬田川沿いの遊歩道を歩くコースで、

水鳥のカワウやマガモがいる景色を眺めながら進み、ゴー

ルの石山寺の美しい紅葉には感動しました。参加者からは

初めて瀬田川沿いを歩きとても良いコースだったとの意見

が多く寄せられ、部会員も楽しく活動できた半日でした。 

             ≪健康福祉部会 糸井敏明≫ 



 
リサイクル会会場：渋川小学校 体育館 

 

渋川学区の課題を解決することを目的に、子ども育成部

会では渋川小学校グッズ「リサイクル会」を開催します。 

当日は渋川小学校の制服を中心に展示し、洗い替えやサ

イズ変更などで必要とされている方に無料でお譲りする予定

です。また、情報交換の場としてもぜひ、お立ち寄りください。 

これに先立ち、下記の日程で不用品の回収を行います。 

 

回収日 
 

回収場所は、渋川小学校の昇降口です。 

ご家庭で不要になった渋川小学校の制服や体操服、また

算数ボックスなど小学校で使っていた学習用品を回収しま

す。詳しい内容は１月１５日から各町内会に回覧する案内ち

らしをご覧ください。≪子ども育成部会 大庭幸治≫ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくり協議会より 渋川学区の将来像 ～笑顔・ふれあい・思いやりのまち・渋川～ 

（３） 

２月１９日 （土） １０時～１２時 

２月５日 （土） １０時～１２時 

２月７日（月）・２５日（金）  

 ３月４日（金）・１６日（水）  

 各日 １０時３０分～１２時 

２月１９日（土）１０時～１１時３０分 

昨年の夏休みに、渋川小学校の児童にあいさつ運動啓発

作品を募ったところ、多くの応募がありました。 

子ども育成部会で選考会を行い優れた作品を選び、渋川

小学校で表彰しました。 

 

 

【絵画・絵葉書部門】 

最優秀賞：中村 恵さん（４年） 

優 秀 賞：西林幸祐さん（１年） 

優 秀 賞：長 杏珠さん（２年） 

優 秀 賞：西田莉都さん（５年） 

優 秀 賞：北川陽菜乃さん（６年） 

   

最優秀賞作品 

【俳句・標語部門】 

最優秀賞：南 恵菜さん（３年） 

優 秀 賞：熊谷 陸さん（２年） 

優 秀 賞：上籔大和さん（４年） 

優 秀 賞：笹林理香子さん（６年） 

優 秀 賞：小寺 蓮さん（６年） 

 

   最優秀賞作品 

また、最優秀賞の作品は、渋川学区あいさつ啓発ポスター

として各町内会に掲示しました。子どもも大人も地域の人があ

いさつを通して関わっていく渋川学区にしていきましょう。 

             ≪子ども育成部会 大庭幸治≫   

ところ：渋川まちづくりセンター 和室 
 
＊４月以降の開催日は、改めてお知らせします。 

 

渋川学区の課題を解決することを目的に、子ども育

成部会では「渋川親子ひろば」を開催します。 

「寒いので公園へ出かけにくい」「雨だとなかなか外

出できない」という子どもと保護者が安心して過ごせる

場所として、渋川まちづくりセンターの和室を定期的に

開放します。子育て中の保護者が癒されるプチ講座

や、ちょっと役立つ情報交換の場を提供する予定で

す。ぜひ、気軽にご参加ください。 

詳しくは１月１５日号の地域情報誌と同時に全戸配

布する募集ちらしをご覧ください。 

≪子ども育成部会 大庭幸治≫ 

ところ：渋川小学校 畑 
 

渋川小学校の六年生は三月に卒業式を迎え、四

月には新一年生が入学してきます。色とりどりの花で

お祝いするため小学校にあるプランターに花を植え

ます。また、畑にじゃがいもの種いもを植えます。 

６月頃に新じゃがを収穫する予定です。 

詳しくは１月１５日号の地域情報誌と同時に全戸

配布する募集ちらしをご覧ください。 

       ≪子ども育成部会 大庭幸治≫ 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

まちづくりセンターより 

（４） 

＊各事業は、新型コロナウイルス感染症の感染状況によ

って中止になる場合があります。予めご了承ください。 

１月１５日（土） １３時３０分～ 

昨年１１月１０日（水）に、第５回講座「館外研修」とし

て滋賀県立琵琶湖博物館に受講生１９人で行きました。 

まず、１階の水族展示でアユやビワマス、ビワコオオナマ

ズなどを見学しました。次に、２階Ｃ展示室で琵琶湖と生

活とのつながりや自然とのかかわりについて学ぶゾーンで

漁業が盛んに行われていたころの道具などを見学しまし

た。受講生からは、身近な琵琶湖に住む生き物をじっくり

観察することができて良かったという意見がありました。 

 

 

                   

 

                  

 

 

 

 

昨年１２月８日（水）に、第６回講座「ニュースポーツに

チャレンジ！」を開催しました。草津市スポーツ推進員部

長の池田昌隆さんにお願いして渋川学区内にお住いの

北川眞造さんと北川稔さん、曽和照子さん、小山博さん

に指導に来ていただきました。今回体験したニュースポ

ーツは「ディスコン」と「スローイングビンゴ」の２種目です。

４チームに分かれて熱戦が繰り広げられました。「こっちに

投げて！」など外野からの指示も飛び交う中、大勢で一

緒に楽しみながら運動をする良い機会となりました。 

                   

 

                  

 

 

 

 

昨年１２月１日（水）に、渋川まちづくりセンターつどい

推進事業「書道教室・日常の書に触れる」を開催しまし

た。講師に、渋川やすらぎ学級で書道を指導されている

西川文苑さんをお迎えし、筆ペンで年賀状を手書きする

ことを目標に筆の持ち方から学びました。普段、筆を持

つ機会が少ない参加者には文字を美しく見せるバランス

等の説明を、慣れた人には草書の書き方の 

コツを指導していただきました。 

 

                   

 

                  

 

 

 

 

渋川まちづくりセンターでは、住みよいまちづくりを進め

るため毎年人権講座を開催しています。新型コロナウイ

ルス感染症に対する恐怖や不安は、偏見や差別として

人々を排除したり孤立させたりしました。今一度立ち止ま

り、差別について学びましょう。当日参加もできますので

ぜひ、ご近所お誘いあわせの上、 

お越しください。 

 

                   

 

                  

 

 

 

 
昨年１１月３日に、まちづくり協議会会長として長年尽力された功績により北町第三

町内会の中村繁樹さんが「令和３年度草津市市政功労者表彰（自治功労）」を受けら

れました。また、昨年１０月に開催された第５９回草津市美術展覧会にて、若竹町の

札本倫子さんの洋画「たまねぎ」が「特選」に選ばれました。右の写真が、色鉛筆で書

かれた札本さんの作品です。お二人とも、受賞おめでとうございます！ 

                   

 

                  

 

 

 

 

昨年１２月１１日（土）に、渋川福複セン

ターの年末大掃除を実施しました。おかげ

さまで、センターの駐車場も施設内も大変

きれいになりました。お忙しい中ご協力いた

だきました皆さん、ありがとうございました。 

 

                   

≪職員の異動について≫ 

昨年１２月末日をもって、事務局長（センター

長）の西嶋克谷が退職いたしました。地域の皆様

には、長い間お世話になりありがとうございました。 

 

                   


